










はじめに 

昨年度は、神経系に異常をもつ患児における好神経ウイルス(単純ヘルペスウイルス(HSV)、

水痘ウイルス(VZV)、風疹ウイルス(RV)、麻疹ウイルス(MV)と巨細胞封入体一サイトがロウ

ィルス(CMV)の抗体保有率の検討をした。しかし正常対照群の抗体保有率は調べていなかつ

たので本年度は、正常対照児の抗体保有率を調べた。正常児のウイルス抗体保有率に関す

る研究は多くあるが、対象となった小児の居住地域、社会階層、年令によって抗体保有率

に違いがある事は示されているので、本研究においても、対象とした患児と同じ様な居住

地域、社会階層および年令層の正常児の抗体保有率を調査する必要が生じる。 


